
SLE治療に光を
全身性エリテマトーデス（SLE）の患者さんが、現在のSLEの治療を継続しながら 

参加できる新しい試験について学び、参加してみませんか。
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TOPAZ試験について：TOPAZ試験は、現在も非生物学的製剤による治療を受けている活動
性のSLE患者さんを対象に、治験薬の安全性と有効性を評価する試験です。これまでの治療
薬で症状が改善されない方は、TOPAZ試験が新たな選択肢の一つになる可能性があります。

どのような方が参加できますか？
以下のような方は、この治験に参加いただける可
能性があります。*

• 18歳以上である方
•	 中等度から重度のSLEと診断されて6ヵ月以上

経過している方
•	 現在、SLE治療薬を使用している方

治験期間中も、現在のSLE治療薬の使用を継続して
いただくことができます。あなたは、治験薬また
はプラセボ（治験薬と見た目は同じですが、薬の
有効成分を含んでいない薬剤）のいずれかに無作
為（ランダム）に割り当てられます。

*治験チームは、参加するための追加の基準についてあなたと話し
合うことがあります。〔一度この試験に参加する条件に満たな
くとも、今後条件を、満たす可能性があるかどうかについて、
後日確認いただくことも可能です。〕

この試験に参加するとどのようなこと
が起こりますか？
参加条件を満たしこの試験に参加することになっ
た場合、以下のことを受けることができます。
•	 この治験に関連する治療と治験薬
• SLE専門医による、SLEと全身の健康状態の 

定期的な診察
•	 必要に応じて、治験参加に伴う交通費などの

負担を軽減するための費用
• SLEの理解を深められる機会 

治験参加中もあなたの体の安全が最優先に考慮されます。治験期間中に質問や疑問がある場合は、いつでも 
治験スタッフが対応します。治験スタッフは、新型コロナウィルスの感染対応手順についてもお伝えします。
参加はあなたの自由意思によるものであり、いつでも自由に治験への参加を取りやめることができます。 
あなたのプライバシーは、治験期間を通して保護されます。

詳細については、以下をご覧ください：
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